
2025年 11月 17日 

お客様本位の業務運営取組状況

当社は、お客様本位の業務運営に関する取組方針を 2017 年 6 月 20 日に公表しまし

た。この方針のもとでの取組状況（2024年度）につきまして、以下の通り公表しま

す。 

２．お客様の利益の追求について 

当社は、資産運用会社として、個人・法人のお客様にファンドラップを、適格機関投資

家のお客様に投資信託並びに投資一任運用を提供しております。また、投資信託を通じ

少人数私募として、或いは外国籍公募投資信託の形での個人向けの運用商品の提供にも

注力しております。それぞれのサービスでお客様の最善の利益を追求するため、投資対

象に関する調査・分析を行う態勢を整えております。それぞれの商品にてパフォーマン

ス向上を目指し、またお客様のニーズに見合う商品を投入することで運用資産拡大に努

めております。 

ファンドラップのお客様の損益状況分布は以下のとおりです。

３．利益相反の適切な管理について 

当社は、利益相反管理方針において、利益相反のおそれのある取引の類型を特定し、該

当する場合には、適切な管理を実施することを定めております。お客様の利益が損なわ

れることのないよう、リスク・コンプライアンス部がモニタリングを実施し、対処した
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結果をコンプライアンス委員会に報告しております。 

 

４．手数料の明確化について 

お客様が、直接または間接に負担する手数料その他の費用に関する明細は、販売に当た

って提供する書面にて明確に説明しております。商品・サービスに係る手数料等は、同

種の商品・サービスと比較して合理的な水準となるよう投資対象を入れ替えるなど、絶

えず見直しを行っています。その際には別途説明資料を作成してその目的および影響を

明確に説明しております。 

 

５．重要な情報の説明について 

ファンドラップは、コミュニケーションシートで収集したお客様の投資目的、リスク許

容度などの属性に基づいて、投資信託をパッケージ化して提供しております。投資信託

を含む販売用資料では、お客様にとって、重要な情報をわかりやすく説明しており、常

に新しい情報に更新しております。また、運用開始後は、お客様へは定期的な運用報告

書で報告しております。また販売代理店にはお客様へのフォローアップが適切に行える

ようなサポートを提供しております。 

 

６．サービスの提供について 

投資信託の提供にあたっては、それぞれの商品に見合った販売チャネルを選び、商品内

容に見合ったお客様への提案となるよう、販売会社に十分な説明を行っています。ファ

ンドラップサービスの提供にあたっては、コミュニケーションシートで収集した情報に

より、お客様の投資目的、リスク許容度などの属性に見合った運用コースを提案してお

ります。それらサービスの内容については、お客様および販売代理店営業員へのセミナ

ー等で継続的な情報提供を行っております。また、販売会社もしくは販売代理店が適切

にサービスを提供しているか、定期的な監査で確認しております。 

 

７．従業員に対する動機付けについて 

当社は、従業員に社内外の研修参加による自己研鑽の機会を提供しており、また資格の

取得、業務実績を考慮して専門性の高いポジションへの任用を行うことで、従業員への

動機づけを図っております。 

 

８．プロダクトガバナンス 

（１）基本理念 

当社は、お客様の様々なニーズに適った、より良い商品を提供することにより、お客様

の最善の利益を実現することが私たちの使命であると考えております。お客様の最善の

利益の実現のために、お客様に付加価値を提供できるよう取り組んでまいります。 



 

（２）プロダクトガバナンス体制 

当社は、お客様の最善の利益に適った商品提供等の確保を目的に商品会議を設置し、金

融商品の選定・組成、採用・設定、採用後のモニタリング等の各プロセスにおける品質

管理を図っております。 

 

（３）商品組成時の対応 

ファンドラップにおいては適合性判断ガイドラインに基づき代理店に対し、販売対象と

して想定するお客様、購入いただくべきでないお客様を特定し代理店への情報連携を行

っております。また、外国籍公募投資信託については重要情報シートの作成に当社が関

与することで、販売対象として適切な想定顧客の属性等の販売会社への情報連携を行っ

ております。 

 

（４）商品組成後の対応 

当社は、組成時に想定していた商品性が確保されていること、及びリスク・リターン・

コストのバランスが適切であること、並びに商品内容に関するお客様からのご意見、苦

情等について年次で検証することとし、2026 年 6 月末までに商品会議で協議する予定

にしております。 

また、ファンドラップ、及び外国籍公募投資信託のうち販売会社との情報連携の対象と

したものについて、代理店または販売会社からの情報連携を受けた上で、連携を受けた

情報の分析を実施し、分析結果を代理店または販売会社に 2026 年 6 月末までに結果を

還元する予定にしております。 

なお、運用の外部委託については、外部委託を行う際に実施する予定にしております。 

 

（５）お客様に対するわかりやすい情報提供 

当社は、「お客様本位の業務運営に関する取組方針」及びその取組状況の当社ウェブサ

イトでの公表等を通じ、プロダクトガバナンス体制等について、わかりやすい情報提供

を行っております。また、ファンドラップにおきましては、四半期に一度作成する運用

報告書に加えまして、月次報告書や相場解説レポートなど運用状況が把握できる資料を

代理店を通じてお客様に情報提供しております。 

 

 

 


